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平成 29年 2月 10 日１80 号 

新春の１月 24 日、ホテルニュー向洋にて、会員 47 名来賓 5名をお迎えし総員 52 名にて恒例の湘南御行会新年会

を催しました。会員４７名の参加は新年会最大の参加者数です。司会の開宴宣言、花土会長挨拶、１～３月生まれの

誕生祝いから新年会がスタート宴は鈴木顧問の乾杯で始まり来賓あいさつと続き、美味しい料理と酒に舌つづみ。 

今年は片老連「若葉会」の皆様による日本舞踊で場を盛り上げていただきました。参加者全員による大合唱と同時に、

関口さんが素晴らしいトランペット演奏をご披露。その音色に参加者一同聞きほれ、やがて感動のお開き。素晴らし

い２時間半の宴でした。 

風邪などの都合で参加が叶わなかった会員の皆さま、本年も宜しくお願いいたします   岩田記 

   岩田記 

 

友愛チーム研修会に参加しました 

老人クラブの活動のひとつに、「友愛活動」があります。活動の原点は良い話し相手になることです。   

老人クラブに入会していても、１日ひと言もしゃべらない人もいらっしゃるとか。友愛活動は何も特別な

活動を行う訳では有りません。御行会は定期的に開催している誕生会、グランドゴルフ、市老連、片老連  

主催の旅行、岩本楼懇親会、花見会へのお誘い、そして毎月皆様のお手元にお届けする会報など微力では

ございますが、日頃から会員の皆様との交流を心掛けています。友愛活動には特別な役職・役割は有りま

せん。私達女性の得意技、おしゃべりで会員お一人お一人の皆様が仲間との対話に加わるだけなので、  

普段の交流が友愛です。友愛活動をもっと知るために伊豆方面で開催された、市老連友愛チームの研修会に 

参加してきました。研修の一環として、腹話術師いっこく堂が進行役を務める、ＤＶＤの映像「悪徳業者に騙せれ

ない為に」を鑑賞しました。内容は 老人を狙った様々な勧誘、誘惑が発生しているが、「いりません」 

「買いません」をハッキリ言いなさいと言うものでした。皆様との日頃の対話を通じて、私たちの仲間が

被害に合わないようにお力になりたいと感じました。             高橋 幸子 記    
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湘南御行会発行 

今後の主な行事・会合予定 

◎ 2月 15 日（水）片老連定例会議 

◎ 2月 18 日（土）13時～16時地域活動見本市 

   藤沢市民会館 第２展示ホール  

◎ 2月 23 日（木）湘南御行会役員会 

◎ ３月８日（水）11時から岩本楼懇親会 

会費１０００円； 参加希望者は 2月１５日班長まで 

◎ ３月末（未定）諏訪神社花見 

◎ ４月１９日（火）湘南御行総会 しおさい体育館 
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           編集後記 

１９年振りに日本人横綱「稀勢里」が誕生しました。  

モンゴルの国技と見間違うほどの大相撲世界、来場所か

らの活躍に期待しましょう、御嶽海と言う若手も台頭し

て来ました、楽しみです。 

世界情勢においてアメリカの大統領の政策が読めない中

イライラしても仕方ありません。我々世代はじっくりと

構えて生活を楽しみましょう。岩本楼懇親会、諏訪神社

花見等々積極的に参加してください。あ、そうそう先日

片老連の日帰り旅で成田山に行きました。何と成田警察

の白バイ隊、安全協力会が成田山に安全祈願に大挙訪れ

ていました。交通安全も神頼みです、それくらい無事故 

を祈ってますとは成田署の署長さんのお話です  岩田 

正月料理でお馴染の『重箱』を辞書で調べますと食べ物を詰めて、何段にも重ねられるようになっている四角い形をした

木で出来た箱とあります。何段も重ねることから、「めでたいことを重ねる」という意味で縁起の良いものです。子供の頃

の正月は重箱に母が作った料理が入っていました。普段食べる玉子焼や数の子、豆類、漬物迄もが重箱に詰めると何故か

豪華な感じがしました。最近の正月料理は料理店で（スーパーでも）販売するプラスチックの重箱に詰められた物が主役で

す。我が家も子供が毎年贈ってくれますが、値段も高く豪華に見えますが、その割にはあまり美味しく無いと言う気が  

します（贈ってくれる息子の嫁が聞いたら気を悪くするかな）。重箱の歴史の話は色有ります。それは次の機会として、  

今月は『重箱から連想する雑学』を少々。。重箱の隅をつつくという言葉が有ります。どうでもイイような、細かいことばか

り取り上げて、口うるさく言う、とても細かいことまで問題にする、そんな使われ方をしています。まるで○○さんのこと  

みたいです。。。続いてふたつの漢字で出来ている熟語の話です。その読み方の 1つに皆様ご存知の『重箱読み』と云うの

があります。通常、漢字の読みに中国から入ってきた音読み、と日本で生まれた、日本語の意味を含めて読む訓読みが有り

ます。更に熟語には「音読み」＋「音読み」のパターンか、「訓読み」＋「訓読み」がほとんどです。             

（例：河川＝カ：音読み＋セン：音読み／手袋＝て：訓読み＋ぶ（ふ）くろ：訓読み）                    

それ以外の例外的な組み合わせが重箱読みと、余り聞き慣れない湯桶（ゆとう）読み及び熟字訓です。見分けるコツは、    

音読みが先に来て訓読みが後に来る、重箱読み…重＝ジュウ：音読み＋ば（は）こ：訓読み、の組み合わせ。        

[例] 縁側（エンがわ）,客間（キャクま）,先手（センて）,本箱（ホンばこ）等。 その逆の読み方が湯桶（ゆとう）読みです。          

湯桶＝ゆ：訓読み＋トウ：音読みの組み合わせで読む熟語    （桶の音読みはトウ）                                      

[例] 株式（かぶシキ）,場所（ばショ）,見本（みホン）,切符（きっプ）                         

熟字訓…普通はそんな読み方がないのに漢字二字以上の熟語全体に、日本語の訓読みで読んで、ひとつのものや意味を

さす熟語のことです。 （当て字とは違います） 熟字訓という言葉は普段聞き慣れませんが、日常よく使っています 

[例]「昨日（きのう）」「今日（ きょう）」「梅雨（つゆ）」「紅葉（もみじ）」「小豆（あずき）」等です。           

重箱読み的な熟語が有る理由は何かあるのでしょうが、音もしくは訓読みだけでは、何かバランスというか語彙が馴染め

ないなどの理由もあるかも知れません。重箱⇒かさねばこ：牛肉⇒うしにく 河川⇒かわかわでは馴染めないというか 

イメージが悪いですよね。中国から渡ってきた漢字を大和言葉に上手に取り入れて使っている日本人の慣性と、きめ細や

かな話をするつもりでしたが、今月も支離滅裂で訳のわからない文章になりました。申し訳ありません。  岩田 

１月２９日、鎌倉生涯学習センターホールで第２５回記念ファミリー・デュオ・ファミリーコンサートが開催されました。  

家族や、友人グループが日頃の練習の成果を毎年発表しています。楽器演奏、歌唱などいろいろあり楽しめます。 

宇宙飛行士の大西卓哉さんも第６回、20 年も前です、ピアノ連弾で出演されたと紹介されました。湘南御行会の横田澄江

さん、川北典子さんがコーラスグループ、フレンズのメンバーとして昨年に続き出演、冬の星座など 4 曲を熱唱。最後は 

美しいハンドベルの演奏で締めくくられ、20時 30分終了しました。  花土記 

重箱(じゅうばこ)から話を進めます 


